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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四隅に立設された柱の上端間および下端間をそれぞれ天井梁および床梁で連結した直方
体状の骨組みを有する通常の建物ユニットと、この通常の建物ユニットの骨組みから一部
の柱を省略した複数の大空間用建物ユニットとを含んで形成されたユニット式建物の内部
に、柱のない大空間を上下階にそれぞれ形成するため、複数の大空間用建物ユニットの柱
を省略した部位を上下階においてそれぞれ隣接配置した際に、前記隣接した大空間用建物
ユニット間を連結補強するための補強プレートであって、
　上階の隣接した大空間用建物ユニット内床側、または下階の隣接した大空間用建物ユニ
ット内天井側に設けられ、
　前記隣接した大空間用建物ユニットの柱を省略した部位同士を連結することを特徴とす
る補強プレート。
【請求項２】
　請求項１に記載の補強プレートにおいて、前記隣接した大空間用建物ユニットの柱を省
略した部位間に跨る大きさで、かつこれら部位の外側を結ぶ輪郭形状と略同じ大きさに形
成されていることを特徴とする補強プレート。
【請求項３】
　四隅に立設された柱の上端間および下端間をそれぞれ天井梁および床梁で連結した直方
体状の骨組みを有する通常の建物ユニットと、この通常の建物ユニットの骨組みから一部
の柱を省略した複数の大空間用建物ユニットとを備えたユニット式建物であって、
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　内部に柱のない大空間を形成するために複数の大空間用建物ユニットの柱を省略した部
位が隣接配置され、その隣接配置された大空間用建物ユニットの柱を省略した部位同士が
補強プレートで連結補強され、
　前記柱のない大空間は隣接する上下階にそれぞれ形成され、上階の隣接した大空間用建
物ユニット内床側および下階の隣接した大空間用建物ユニット内天井側にそれぞれ補強プ
レートが平面視において略同一位置に設けられていることを特徴とするユニット式建物。
【請求項４】
　請求項３に記載のユニット式建物において、前記上下階に設置された大空間用建物ユニ
ット間には、上下および水平方向において隣接する大空間用建物ユニットの位置決めをす
るシアプレートが平面視において前記補強プレートと略同一位置に設けられていることを
特徴とするユニット式建物。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載のユニット式建物において、前記補強プレートは、前記
隣接した大空間用建物ユニットの柱を省略した部位間に跨る大きさで、かつこれら部位の
外側を結ぶ輪郭形状と略同じ大きさに形成されていることを特徴とするユニット式建物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、補強プレートおよびこれを備えたユニット式建物に関する。
【０００２】
【背景技術】
従来より、工場で製造した箱状の建物ユニットを建築現場で複数組み合わせて建築するユ
ニット式建物が知られている。ユニット式建物を形成する建物ユニットとしては、四隅に
立設された柱の上端間および下端間をそれぞれ天井梁および床梁で連結した直方体状の骨
組みを有するものが一般的である。このような建物ユニットを複数組み合わせて一つの大
きな居室をつくろうとすると、その中央部には複数の柱が集中してしまうため、柱のない
大空間を形成することはできない。
【０００３】
このため、通常の建物ユニットの骨組みから柱の一部を省略した建物ユニットユニット（
以下、大空間用建物ユニットと呼ぶ）を複数組み合わせて広い空間をつくり出すという方
法が採られている。
ところが、このような大空間用建物ユニットを用いると、柱が一部省略されているため、
骨組みの剛性が低下し、上方に載置される建物ユニット等の荷重を支持しきれなくなる可
能性がある。これを解決するため、柱の一部が省略された部分を中央にして、その両側に
配置された各大空間用建物ユニットの柱の上端間を２スパン分、すなわち２ユニット分の
長さを有する補強梁で連結補強することが提案されている（特開平８－２７７５８０号公
報参照）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような補強梁は、２ユニット分の長さを有しているため、工場か
ら建築現場への搬送が困難であるという問題がある。また、２ユニット分の長さの補強梁
を建築現場で大空間用建物ユニットに取り付けなければならないから、現場施工が大変で
ある。
【０００５】
本発明の目的は、搬送が容易にできるとともに、大空間用建物ユニットへの取り付けが容
易にできる補強プレートおよびユニット式建物を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の補強プレートおよびユニット式建物は、上記目的を達成するために、次の構成
を備える。
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　添付図面を参照して具体的に説明すると、請求項１に記載の補強プレートは、四隅に立
設された柱３１の上端間および下端間をそれぞれ天井梁および床梁で連結した直方体状の
骨組みを有する通常の建物ユニット３Ａ（３Ｂ）と、この通常の建物ユニットの骨組みか
ら一部の柱４２を省略した複数の大空間用建物ユニット４Ａ、４Ｂとを含んで形成された
ユニット式建物１の内部に、柱のない大空間を上下階にそれぞれ形成するため、複数の大
空間用建物ユニットの柱を省略した部位４５を上下階においてそれぞれ隣接配置した際に
、前記隣接した大空間用建物ユニット間を連結補強するための補強プレート７であって、
上階の隣接した大空間用建物ユニット４Ｂ内床側、または下階の隣接した大空間用建物ユ
ニット４Ａ内天井側に設けられ、前記隣接した大空間用建物ユニットの柱を省略した部位
同士を連結することを特徴とするものである。
【０００７】
この発明によれば、柱のない大空間をユニット式建物内部に形成するために、複数の大空
間用建物ユニットを隣接配置した際、これら隣接した大空間用建物ユニットの柱を省略し
た部位同士を補強プレートで連結補強する。補強プレートは、大空間用建物ユニットの柱
を省略した部位同士を連結できる長さ（各大空間用建物ユニットに跨る長さ）を有してい
ればよいので、従来の２ユニット分の長さを有する補強梁を用いた場合よりも、建築現場
までの搬送を容易にできるとともに、現場での大空間用建物ユニットへの取り付けも容易
にできる。
【０００８】
請求項２に記載の補強プレートは、請求項１に記載の補強プレートにおいて、前記隣接し
た大空間用建物ユニットの柱を省略した部位間に跨る大きさで、かつこれら部位の外側を
結ぶ輪郭形状５と略同じ大きさに形成されていることを特徴とするものである。
この発明によれば、補強プレートは、柱を省略した部位間に跨る大きさで、かつこれら柱
の部位の外側を結ぶ輪郭形状と略同じ大きさ、すなわち、各大空間用建物ユニット同士を
連結補強するのに十分かつ最低限な大きさに形成されているから、各大空間用建物ユニッ
ト同士を十分に連結補強できるとともに、補強プレートを経済的に構成できる。
【０００９】
　請求項３に記載のユニット式建物は、四隅に立設された柱の上端間および下端間をそれ
ぞれ天井梁および床梁で連結した直方体状の骨組みを有する通常の建物ユニットと、この
通常の建物ユニットの骨組みから一部の柱を省略した複数の大空間用建物ユニットとを備
えたユニット式建物であって、内部に柱のない大空間を形成するために複数の大空間用建
物ユニットの柱を省略した部位が隣接配置され、その隣接配置された大空間用建物ユニッ
トの柱を省略した部位同士が補強プレートで連結補強され、前記柱のない大空間は隣接す
る上下階にそれぞれ形成され、上階の隣接した大空間用建物ユニット内床側および下階の
隣接した大空間用建物ユニット内天井側にそれぞれ補強プレートが平面視において略同一
位置に設けられていることを特徴とするものである。
　この発明によっても、請求項１と同様な作用効果が期待できる。つまり、従来の長い補
強梁を用いた場合よりも、ユニット式建物内部に大空間を形成する際、構成部材の搬送を
容易にでき、かつ建築現場での施工作業を容易にできる。また、上下階に設置された各大
空間用建物ユニットの柱を省略した部位を上下から挟み込んだ構造であるため、大空間用
建物ユニットの柱を省略した部位同士の連結をより強固にできる。
【００１１】
　請求項４に記載のユニット式建物は、請求項３に記載のユニット式建物において、前記
上下階に設置された大空間用建物ユニット間には、上下および水平方向において隣接する
大空間用建物ユニットの位置決めをするシアプレート６が平面視において前記補強プレー
トと略同一位置に設けられていることを特徴とするものである。
　この発明によれば、補強プレートに加えて、シアプレートでも大空間用建物ユニットの
柱を省略した部位同士を連結させることで、大空間用建物ユニット同士の連結強度をより
向上させることができる。
【００１２】
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　請求項５に記載のユニット式建物は、請求項３または請求項４に記載のユニット式建物
において、前記補強プレートは、前記隣接した大空間用建物ユニットの柱を省略した部位
間に跨る大きさで、かつこれら部位の外側を結ぶ輪郭形状と略同じ大きさに形成されてい
ることを特徴とするものである。
　この発明によれば、請求項２と同様な作用効果を期待できる。つまり、各大空間用建物
ユニット同士を十分に連結補強でき、かつ、ユニット式建物内に大空間を経済的に形成で
きる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
図１には、本発明の一実施形態に係るユニット式建物１が示されている。ユニット式建物
１は、基礎２上に複数配列されて一階部分を形成する建物ユニット３Ａ，４Ａと、これら
建物ユニット３Ａ，４Ａの上部に複数配列されて二階部分を形成する建物ユニット３Ｂ，
４Ｂとを備えている。
【００１４】
図２において、ユニット式建物１の一階部分および二階部分は、一階部分に代表して示さ
れるように、四隅に立設された柱３１の上端間および下端間をそれぞれ天井梁および床梁
（図示せず）で連結した直方体状の骨組みを有する通常の建物ユニット３Ａと、この建物
ユニット３Ａの骨組みから一部の柱を省略した大空間用建物ユニット４Ａとが組み合わさ
れて形成されている。
【００１５】
大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂは、図３に示すように、四隅に立設された３本の柱４１
および取り外し可能な１本の仮柱４２と、これら各柱４１，４２の上端間および下端間を
それぞれ連結する天井梁４３および床梁４４とを備えている。このうち、柱４１、天井梁
４３および床梁４４は、それぞれブラケット４５を介して連結されている。ここで、仮柱
４２は、搬送時等における大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの変形防止のために設けられ
ており、建築現場で取り外される。なお、通常の建物ユニット３Ａ，３Ｂは、四隅の柱３
１を全て備えている点のみが大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂと異なり、その他の構成は
同一である。
【００１６】
図２に戻って、大空間用建物ユニット４Ａは、縦横に４つ配列されており、その中央部分
には柱を省略した部位（仮柱４２が取り付けられていた部位）同士が寄せ合わされて柱省
略部５を形成する状態で隣接配置されている。これにより、ユニット式建物１の内部に一
点鎖線のハッチングで示すような柱のない大空間が形成されている。また、これら大空間
用建物ユニット４Ａに隣接して、２つの建物ユニット３Ａが配置されている。なお、二階
部分においても、一階部分と同様に、各建物ユニット３Ｂ，４Ｂが組み合わされて配置さ
れている。
【００１７】
図４から図６において、各建物ユニット３Ａ，３Ｂ，４Ａ，４Ｂは、シアプレート６によ
って位置決めされている。また、一階部分に設置された大空間用建物ユニット４Ａ同士お
よび二階部分に設置された大空間用建物ユニット４Ｂ同士は、それぞれその柱を省略した
部位同士が補強プレート７で連結補強されている。
【００１８】
一階部分に配置された各建物ユニット３Ａ，４Ａにおいて、大空間用建物ユニット４Ａに
代表して示すように、天井側のブラケット４５上面に位置決めピン４５Ａが突設されてお
り、二階部分に配置された大空間用建物ユニット４Ｂの床側のブラケット４５下面には、
位置決めピン４５Ａに係合する係合孔（図示せず）が形成されている。
【００１９】
シアプレート６は、各大空間用建物ユニット４Ａの位置決めピン４５Ａが挿通される複数
の挿通孔６Ａを有し、各位置決めピン４５Ａがシアプレート６の挿通孔６Ａに挿通されて
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４つの大空間用建物ユニット４Ａに跨って設けられている。これにより、一階部分の各大
空間用建物ユニット４Ａの位置決めが行われている。これら大空間用建物ユニット４Ａの
上部には、二階部分の大空間用建物ユニット４Ｂが配置され、これら大空間用建物ユニッ
ト４Ｂの各係合孔が各位置決めピン４５Ａに係合されることで、各大空間用建物ユニット
４Ｂの位置決めが行われている。ここで、一階および二階で上下に隣接するブラケット４
５同士を、シアプレート６を挟んでボルト等で締め付けることで、各大空間用建物ユニッ
ト４Ａ，４Ｂは位置決めされた状態で互いに連結されている。なお、他の隣接した各建物
ユニット３Ａ，３Ｂ，４Ａ，４Ｂ同士の位置決めも、シアプレート６を用いて同様に行わ
れる。
【００２０】
補強プレート７は、柱省略部５に位置し、４つの大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂに跨っ
て設けられている。具体的に、一階部分においては各大空間用建物ユニット４Ａ内天井側
に、二階部分においては各大空間用建物ユニット４Ｂ内床側にそれぞれ設けられている。
つまり、柱省略部５の平面視において、２枚の補強プレート７は、シアプレート６と略同
一位置に設けられている。ここで、補強プレート７は、柱省略部５の横断面形状、すなわ
ち、取り外された各仮柱４２間に跨る大きさかつこれら仮柱４２の端面形状の外側を結ぶ
輪郭形状と略同じ大きさに形成されている。
【００２１】
一階部分において、補強プレート７は、柱省略部５に位置する各ブラケット４５に跨って
、ボルト等でブラケット４５下面に取り付けられており、これにより、大空間建物ユニッ
ト４Ａ同士の連結が補強されている。また、二階部分においても、各ブラケット４５に跨
って、補強プレート７がボルト等でブラケット４５上面に取り付けられ、大空間用建物ユ
ニット４Ｂ同士の連結が補強されている。従って、柱省略部５に位置する各大空間用建物
ユニット４Ａ，４Ｂの角部は、シアプレート６および２枚の補強プレート７で連結される
こととなる。
【００２２】
本実施形態では、このような補強プレート７を用いて、以下のようにして大空間用建物ユ
ニット４Ａ，４Ｂを連結補強する。
工場で各建物ユニット３Ａ，３Ｂ，４Ａ，４Ｂを複数製造した後、建築現場に搬送する。
この際、搬送時における大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの変形を防止するために、柱が
省略された部位に仮柱４２を設ける。
建築現場において、まず、基礎２上に一階部分を構成する各建物ユニット３Ａ，４Ａを隣
接配置し、複数のシアプレート６により、各建物ユニット３Ａ，４Ａの位置決めを行う。
そして、大空間用建物ユニット４Ａの柱を省略した部位同士を補強プレート７で連結補強
する。次に、一階部分の上部に二階部分を構成する各建物ユニット３Ｂ，４Ｂを隣接配置
する。この際、各建物ユニット３Ａ，４Ａの位置決めピン４５Ａに、建物ユニット３Ｂ，
４Ｂの係合孔を係合することで、各建物ユニット３Ｂ，４Ｂの位置決めを行う。そして、
大空間用建物ユニット４Ｂの柱を省略した部位同士を補強プレート７で連結補強する。
なお、図示は省略するが、一階の大空間用建物ユニット４Ａ同士の柱省略部５における床
側の連結は、床側の各ブラケット４５上面間に跨って補強プレート７を設ければよく、二
階の大空間用建物ユニット４Ｂ同士の柱省略部５における天井側の連結は、天井側の各ブ
ラケット４５下面間に跨って補強プレート７を設ければよい。
【００２３】
上述のような本実施形態によれば、次のような効果がある。
すなわち、本実施形態では、柱のない大空間をユニット式建物１内部に形成するために、
複数の大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂを隣接配置した際、これら隣接した大空間用建物
ユニット４Ａ，４Ｂの柱を省略した部位同士を補強プレートで連結補強する。補強プレー
ト７は、大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの柱を省略した部位同士を連結できる長さ（各
大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの角部に跨る長さ）を有していればよいので、従来の２
ユニット分の長さを有する補強梁を用いた場合よりも、建築現場までの搬送を容易にでき
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るとともに、現場での大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂへの取り付け作業も容易にできる
。
【００２４】
補強プレート７は、柱省略部５の横断面形状、すなわち、取り外された各仮柱４２間に跨
る大きさかつこれら仮柱４２の端面形状の外側を結ぶ輪郭形状と略同じ大きさに形成され
ている。従って、補強プレート７は、各大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂ同士を連結補強
するのに十分かつ最低限な大きさに形成されているから、各大空間用建物ユニット４Ａ，
４Ｂ同士を十分に連結補強できるとともに、補強プレート７を経済的に構成できる。
【００２５】
ユニット式建物１の一階および二階部分にそれぞれ大空間を形成した際、一階部分におい
ては各大空間用建物ユニット４Ａ内天井側に、二階部分においては各大空間用建物ユニッ
ト４Ｂ内床側に補強プレート７がそれぞれ平面視において略同一位置に設けられている。
つまり、大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの各ブラケット４５を２枚の補強プレート７で
挟み込んだ構造であるため、大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの柱を省略した部位同士の
連結をより強固にできる。
【００２６】
２枚の補強プレート７に加えて、平面視において略同一位置に設けたシアプレート６でも
大空間用建物ユニット４Ａ，４Ｂの柱を省略した部位同士を連結させているので、大空間
用建物ユニット４Ａ，４Ｂ同士の連結強度をより向上させることができる。
【００２７】
なお、本発明は前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲
での変形、改良は、本発明に含まれるものである。
たとえば、前記実施形態において、補強プレート７は、柱省略部５の横断面形状と略同じ
大きさに形成されているが、本発明に係る補強プレートはこれに限定されるものではなく
、より大きく形成されていてもよく、要するに、隣接した大空間用建物ユニットの柱を省
略した部位同士を連結できる大きさに形成されればよい。しかしながら、補強プレートを
前記実施形態の補強プレート７の大きさに形成すれば、各大空間用建物ユニット同士を十
分に連結補強できるとともに、補強プレートを経済的に構成できる。
【００２９】
【発明の効果】
本発明によれば、以下のような効果がある。
すなわち、請求項１に記載の発明によれば、柱のない大空間をユニット式建物内部に形成
するために、複数の大空間用建物ユニットを隣接配置した際、これら隣接した大空間用建
物ユニットの柱を省略した部位同士を補強プレートで連結補強する。補強プレートは、大
空間用建物ユニットの柱を省略した部位同士を連結できる長さ（各大空間用建物ユニット
に跨る長さ）を有していればよいので、従来の２ユニット分の長さを有する補強梁を用い
た場合よりも、建築現場までの搬送を容易にできるとともに、現場での大空間用建物ユニ
ットへの取り付けも容易にできるという効果がある。
【００３０】
請求項２に記載の発明によれば、補強プレートは、柱を省略した部位間に跨る大きさで、
かつこれら柱の部位の外側を結ぶ輪郭形状と略同じ大きさ、すなわち、各大空間用建物ユ
ニット同士を連結補強するのに十分かつ最低限な大きさに形成されているから、各大空間
用建物ユニット同士を十分に連結補強できるとともに、補強プレートを経済的に構成でき
るという効果がある。
【００３１】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１と同様な作用効果が期待できる。つまり、従
来の長い補強梁を用いた場合よりも、ユニット式建物内部に大空間を形成する際、構成部
材の搬送を容易にでき、かつ建築現場での施工作業を容易にできるという効果がある。ま
た、請求項３に記載の発明によれば、隣接する上下階にそれぞれ大空間を形成する際、上
下階に設置された各大空間用建物ユニットの骨組みにそれぞれ補強プレートが平面視にお
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いて略同一位置に設けられている。つまり、上下階に設置された各大空間用建物ユニット
の柱を省略した部位を上下から挟み込んだ構造であるため、大空間用建物ユニットの柱を
省略した部位同士の連結をより強固にできるという効果がある。
【００３３】
　請求項４に記載の発明によれば、補強プレートに加えて、シアプレートでも大空間用建
物ユニットの柱を省略した部位同士を連結させることで、大空間用建物ユニット同士の連
結強度をより向上させることができるという効果がある。
【００３４】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項２と同様な作用効果を期待できる。つまり、各
大空間用建物ユニット同士を十分に連結補強でき、かつ、ユニット式建物内に大空間を経
済的に形成できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るユニット式建物を示す全体斜視図である。
【図２】ユニット式建物の一階部分を模式的に示す平面図である。
【図３】前記実施形態に係る大空間用建物ユニットの骨組みを示す斜視図である。
【図４】前記実施形態に係る大空間用建物ユニットの分解斜視図である。
【図５】前記実施形態に係る補強プレート、シアプレートおよび大空間用建物ユニットの
柱省略部を示す部分分解斜視図である。
【図６】前記実施形態の要部を示す拡大断面図である。
【符号の説明】
１　ユニット式建物
３Ａ，３Ｂ　通常の建物ユニット
４Ａ，４Ｂ　大空間用建物ユニット
６　シアプレート
７　補強プレート
３１，４１　柱
４３　天井梁
４４　床梁
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